
  第８章 市民安全         危機管理課、交通政策課 福祉総務課  

 

  第１節 交通安全 

 

 近年における交通情勢は、車の持つ利便性が、人間社会に計り知れない利益をもたらしている反

面、悲惨な交通事故が多発している。 

 本市では昭和37年３月、明るい住みよい都市建設のため「安全都市ひらつか」の宣言をし、各種

交通安全運動や安全施設の整備充実等の諸施策を積極的に推進してきているが、市内には、国道及

び主要地方道等の幹線道路が縦横に通じているほか、東名高速道路のインターチェンジを北に控え

ているため、産業道路、観光道路としての利用者が多く、また、幹線道路の整備に伴い通過車両が

高速走行するため、これに起因する事故が続発している。さらに、本市は平坦な地形であるため、

手軽で安価な自転車を利用する市民が多く、自転車による事故も多発しているほか、高齢社会の到

来に伴い、交通事故件数に占める高齢者の割合も高くなってきている。 

市としても、交通事故防止のため、警察署、交通安全協会等の関係機関、団体と連携し、その対

策にあたっているが、交通事故は、人災と言われるように、これらの多くは、道路利用者の交通ル

ール無視とマナーが欠如していることが原因となっており、年間を通じ、各季の交通安全運動や各

種の市事業開催時等あらゆる機会を捉えて、交通安全意識の高揚に努めている。 

 学童の交通安全については、交通安全協会の交通指導員が班編成により、毎朝、市全域の要所要

所に立ち、通学時の事故防止を図るとともに、市の交通安全教育指導員による交通安全教室を開催

し、市民の交通事故防止に努めている。 

 今後、運転者、歩行者等が自覚をもって交通ルールを遵守するよう、交通安全教育、交通安全指

導及び広報等による啓発活動を徹底して、より一層交通事故のない安全で住みよいまち「ひらつか」

をめざしている。また、違法駐車等防止対策としては、「平塚市違法駐車等の防止に関する条例」を

踏まえ、違法駐車防止活動などの啓発活動を行っている。 

 

１ 交通事故発生件数と死傷者数                 

   区 分 

暦年       件   数 
死 傷 者 数                

死 者      負 傷 者      計 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

１，５０４ 

１，４２８ 

１，２６５ 

１，０７８ 

１，０６０ 

 ０ 

 ２ 

 ７ 

 ２ 

 ９ 

１，８２１ 

１，７２０ 

１，４５８ 

１，２７９ 

１，２６２ 

１，８２１ 

１，７２２ 

１，４６５ 

１，２８１ 

１，２７１ 
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２  各種事故発生状況                                           (平成28年１月～12月) 

区 分 歩行者 

 

 

子ども  

 

高齢者 飲 酒 二輪車 自転車 

件  数  129  74    345 2 276  287 

死  者 

負 傷 者 

死傷者数 

3   

 126   

 129 

0   

 85 

 85 

5 

185 

190 

0 

3 

3 

5 

247 

252 

0 

280 

280 

平塚警察署資料 

 

３ 交通安全教室開催状況                         （平成28年度） 

対    象 実 施 回 数 参 加 者 数 

高 齢 者 

幼 児 

小 学 生 

中 学 生 

高 校 生 

一 般 

障がい者、就学前 

合 計 

9回 

92 

93 

8 

2 

6 

        5   

215 

305人 

8,581 

7,800 

2,177 

220 

280 

299 

19,662 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２節 放置自転車対策事業 

 

 公共の場所における自転車の放置を防止して、良好な生活環境を保持するとともに、災害時にお

ける防災活動の確保を図るために、昭和58年10月１日に「平塚市自転車の放置防止に関する条例」

を制定した。施行日は昭和59年４月１日とし、駐輪場の整備を行うとともに、平塚駅北側に自転車

放置禁止区域を設定した。また、昭和60年、昭和62年、平成４年、平成26年、さらに平成27年

４月には、放置禁止区域の見直しを行い、範囲を拡大した。 

 駅周辺の自転車の放置等による諸問題に対応するため、平成22年１月に「自転車等駐車場の整備」、

「自転車利用マナーの向上」、「放置自転車の撤去徹底」の３点を基本とした「平塚駅周辺の駐輪対

策について」を策定した。また、平成27年３月には「平塚駅周辺の駐輪対策について」の方針を踏

襲、包括しながら自転車利用における課題を整理し、「走る」「停める」「活かす」「守る」の４つの

施策体系でハード、ソフト両面からの自転車施策を展開する「平塚市自転車利用環境推進計画」を

策定した。 

 「自転車等駐車場の整備」については、公益財団法人平塚市まちづくり財団と協定を締結し、平

成23年４月に駅西口第１駐輪場、７月に西口バイク・自転車駐車場を再整備し有料化して、駅西口

第２駐輪場として供用を開始した。さらに平成24年１月に駅前大通り東駐輪場、駅前大通り西駐輪

場を、平成25年４月に駅西口第３駐輪場を、平成26年４月に宝町駐輪場を再整備し有料化して供

用を開始した。平成27年４月には、駅南口に八重咲町第２駐輪場の供用を開始した。 

「自転車利用マナーの向上」では、警察署、交通安全協会等の関連団体と連携し、自転車マナー

アップキャンペーン等を実施し、自転車の交通安全と放置自転車防止を呼び掛けている。 

 「放置自転車の撤去徹底」では、「平塚市自転車の放置防止に関する条例」を改正し、原動機付自

転車も移動、保管の対象とした。その上で、自転車等の移動、保管その他の措置に要した費用とし

て、自転車については2,000円、原動機付自転車については4,000円を所有者等から徴収すること

などを定め、平成24年４月１日より「平塚市自転車等の放置防止に関する条例」として施行した。 



 

 

 平塚駅周辺の駐輪場                   

NO. 駐輪場名 
収 容 台 数       

利 用 料 金         
自 転 車     バイク 

１ 駅 北 口 735 ― 月1,230円～1,640円、一時120円 

２ 宝 町  357 87 自･月2,050円、バ･月2,670円 

３ 駅 前 大 通 り 東 175 ― 24時間まで1回100円（2時間無料） 

４ 駅 前 大 通 り 西 187 ― 24時間まで1回100円（2時間無料） 

５ 紅 谷 町 311 ― 月1,540円、一時100円 

６ 錦 町 第 １ 255 73 
自･月610～1,230円、バ･月2,670円 

自･一時100円、バ･一時200円 

７ 錦 町 第 ２ ― 199 月 2,670円 

８ 駅 南 口 広 場 204 ― 月2,050円 

９ 八 重 咲 町 第 １ 326 84 
自･月2,050円、バ･月3,180円 

自･一時120円、バ･一時250円 

10 八 重 咲 町 第 ２ 105 ― 自･一時120円（2時間無料） 

11 桃 浜 町 535 75 
自･月1,640～2,050円､バ･月3,180円 

自･一時120円、バ･一時250円 

12 代 官 町 第 １ 227 ― 月2,050円、一時120円 

13 代 官 町 第 ２ 222 ― 月1,850円 

14 八 重 咲 町 公園 第 １ 425 ― 月2,050円、一時120円 

15 八 重 咲 町 公園 第 ２ 107 91 
自･月2,050円、バ･月3,180円 

自･一時120円、バ･一時250円 

16 八 重 咲 町 公園 第 ３ 158 ― 月2,050円 



17 駅 西 口 第 １ 2,655 447 

自･月1階2,260円、2階2,050円 

バ･月3,180円 

自･一時 24 時間まで 120 円(2 時間無

料） 

バ･一時250円 

18 駅 西 口 第 ２ 742 607 
自･一時120円(2時間無料） 

バ･月3,180円、バ･一時250円 

19 
駅 西 口 第 ３ 

(平塚レンタサイクル) 

2,453 

(400) 
75 

自･月2,050円、バ･一時250円 

自･一時120円 

(月 2,670円、１日１回 200円) 

収容台数合計 

11,917台 
10,179台 1,738台 

   

自…自転車 バ…125cc未満のバイク（NO.９・11・15は50cc未満） ( )…レンタサイクル 

管理主体 公益財団法人平塚市まちづくり財団   

平塚駅周辺の駐輪場施設総数  19箇所      

平塚駅周辺の駐輪場収容台数  11,917台（自転車10,179台、バイク1,738台） 

レンタサイクル        1箇所 400台 

 

  第３節 防犯 

 

 犯罪のない安心した暮らしができることは、市民共通の願いである。 

しかしながら、急速な都市化や、人口集中などによる市民層の多様化により、となり近所の連帯

感が時代とともに希薄化し、地域における防犯力の低下が懸念されている。 

こうしたことから、本市では、警察や防犯協会等と連携を図りながら、自主防犯思想の高揚や、

地域住民の連帯意識強化のための活動を展開するとともに、市民からあらゆる暴力をなくす暴力追

放運動を推進するなど、地域社会による犯罪抑止機能の強化に努めている。また、夜間における防

犯効果を高めるため、平成28年度に、自治会等から市へ防犯街路灯の移管を受け、そのうちのＬＥ

Ｄ化がされていなかった防犯街路灯をＬＥＤ化し、市内の防犯街路灯の全灯ＬＥＤ化を完了した。 

 

１ 犯罪発生状況                             平塚警察署調べ 

区分 

暦年 
凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 計 

24 

25 

26 

27 

28 

23 

15 

13 

12 

9 

149 

139 

98 

95 

107 

2,535 

2,323 

1,936 

2,016 

1,842 

41 

84 

63 

67 

68 

20 

21 

19 

12 

13 

295 

314 

240 

215 

210 

3,063 

2,896 

2,369 

2,417 

2,249 

 

 

 

 

 

 



２ 防犯活動（防犯協会主催による事業） 

 (１)  各支部に助成金の交付   (２)  防犯研修会の開催 

 (３)  平塚市地域安全運動推進大会の実施   (４)  防犯功労者(団体)の表彰 

 (５)  毎月10日「防犯の日」キャンペーンの実施   (６)  各種防犯会議の開催 

 (７)  防犯だよりの発行   (８)  春、秋、年末年始の地域安全運動の実施 

 (９)  市の各種行事における地域安全広報活動の実施 

 (10)  平塚市暴力追放推進協議会への協力   (11)  「地域見守り花植え活動」の実施 

 

３ 防犯街路灯 

(1)平塚市内における防犯街路灯設置状況 

 平塚市が管理する防犯街路灯総数  14,850灯 

   


